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environment  in  their own establishments. The effects of  this  training on the care environment,  the 
behavior of elderly people and staff awareness  in each of  the establishments were  then clarified. 
A total of 1 ６ care staff working in special nursing homes for the elderly and day service centers 





































































































































第４回　2011 年 12 月 7 日
自施設に環境づくりの手法
を適用
















































































































研修参加者をみると、13 名中 11 名が施設の協力を得られたと回答した。












































































































































































































































































































































































して統制を行っていないので、ステップ６では 19 名、フォローアップ研修では 13 名の行動変












































































































































かなりできた できた あまりできなかった ほとんどできなかった 











































図 5  施設環境づくり研修のロジスティックモデル 
 
 
Inputs（資源） 
Activities（活動） 
施設環境づくり研修会(OFFJT) 
施設環境づくりの実施(OJT) 
認知症高齢者に配慮した施設環境づくり支援プログラム 
環境づくりの支援専門組織 
介護人材研修機関 
研修参加者 
 ・施設管理者、一般職員、利用者、利用者家族 
ボランティア 
  
 
 
近位 
Outcome（成果） 
中位 
Outcome（成果） 
Impact（影響） 
aケアと環境への知識と気づきの習得 
b利用者の立場に立った環境づくり・ケアの視点の習得 
c環境づくりスキルの習得 
 
d認知症高齢者にふさわしい環境の実現 
e個々の認知症高齢者にふさわしい暮らしとケアの実現 
f職員のモチベーションの向上 
g認知症高齢者の生活の質の向上 
施設環境づくりプログラムの忠実な実施 
各施設の協力状況（人・時間・費用） 
 
Outputs（結果） 
確
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きた」のいづれかを回答しており、高い達成率であるといえる。
　中位の成果として、d認知症に相応しい環境の実現に関しては、環境づくり前には PEAP の
８次元すべてに課題があることが指摘されていたが、環境づくり後にはそれらが解消してすべ
ての次元で環境支援がなされていることが示された。e個々の認知症者に相応しい暮らしとケ
アの実現に関して、物理的環境と合わせてケア的環境の工夫も行われていることが把握され、
その結果落ち着いた暮らしや過ごし方の選択など、多くの側面で利用者のくらしが豊になっ
たことが示された。また、f 職員のモティベーションに関しては、環境づくり継続への意向が
100%であること、自由記述の中で研修参加者のみならず職員全体の気づきの高まりも報告さ
れている。以上のように、中位の成果の中で環境の改善効果がとくに明確となったが、ケアや
暮らし、さらには職員のモティベーションへの波及効果も示されているといえる。
　最終的な目標である利用者への影響（Impact）については、環境づくりした場所を利用する
高齢者を選んで「利用者への環境づくりの効果の調査表」を用いて観察を行った結果、生活の
落ち着きや活性化に環境づくりの効果がみられることが示唆された。効果をより明確にするた
めには研修参加者への負担に配慮しつつ、高齢者への影響のさらなる把握が必要である。
　以上のように、施設環境づくり地域連続型研修のロジスティックモデルは、個々の施設にお
ける環境づくり研修とほぼ同様の形となった 10）。研修の形態に関係なく、共通のロジスティッ
クモデルでプロセスや効果の説明が可能であるといえる。
２．施設環境づくり研修の課題
（１）科学的根拠基づく実践（EBP）を視野に入れた研修の実施
　一般的に研修には新しい知識やスキルの習得への期待が大きいが、認知症の新たなケアの実
現に向けた研修では、プログラムに沿って行った実践によりどのような効果が認知症高齢者へ
もたらされたかを確認できることが大切である。研修参加者の負担軽減に配慮しつつ、実践の
効果を確認できるように研修を充実させることが大切である。
（２）物理的環境と社会的環境を視野に入れた研修
　施設の環境とケアの向上に欠かせない、物理的環境・社会的環境・運営的環境に対して、限
られた期間で現場の介護スタッフが働きかけることができるのは、物理的環境と社会的環境で
ある。今回の研修でも、職員間で新たな環境を活かす工夫をしたり、ボランティアの活用への
取り組みなどがみられた。とくにフォローアップ研修では、利用者の様子を見ながら新たな環
境の調整を行うとともに、それを活かすための社会的環境の工夫にも力を入れることが大切で
ある。
（３）環境づくりの知識やスキルの職員間での共有
　環境づくり研修の自己評価で、評価がやや低めであったのが環境づくりの手法やスキルを他
の職員へ伝えることである。本格的に行うには、施設内研修として人材育成手法の研修が必要
と思われる。また、受け入れる施設の土壌も問題となる。
　限られた時間の施設環境づくり研修のなかで、施設内での伝達研修の事例や環境づくり実践
マニュアル５）や環境づくり CD11）を今以上に活用して、交代勤務の多い施設内で知識や成果を
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共有できる方法を伝えていくことが大切である。それによって、各施設で環境づくりの継続が
可能になると考えられる。
（４）地域連続型研修の意義
　この地域連続型研修を実施するのは、今回で２回目である。個々の施設における環境づくり
研修に比べると、地域連続型研修では多様な種類の施設職員が、互いに刺激し合いながら、多
様性のある豊かな環境づくり実践を体験することが可能となる。わが国のケア環境は、在宅、
デイサービス、入所施設などによって環境条件が大きく異なり、それが利用する認知症高齢者
に混乱をもたらす場合も多い。Ａ区というひとつの基礎自治体のなかで、共通した理念にもと
づく環境づくりが実践され普及していくことは、地域包括ケアのもと地域のなかの多様な介護
資源を活用しながら生活することを求められる認知症高齢者に、好ましい影響をもたらすであ
ろう。
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